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はじめに 

 小康状態にあった地方銀行再編の動きが再び活発化している。2021年 1 月に新潟県で第四北越

銀行が発足したのを皮切りに、5月には三重県で三十三銀行が発足。また同月には青森銀行とみち

のく銀行が、7 月には荘内銀行などを傘下に持つフィデア HDと東北銀行がそれぞれ経営統合を発

表した。10月には福井銀行が同一県内の福邦銀行を子会社化、12月に入っても、愛知県の愛知銀

行と中京銀行が経営統合に向け基本合意したことを発表している。 

 折しも、新型コロナウイルス禍で疲弊した多くの中小企業を支える局面が、資金繰りから企業

再編・再生へと移ろいでいるなか、経営再建や事業承継、取引先の新規開拓など、経営の様々な場

面で地域金融機関に求められる役割が増している。地域によっては実質無利子・無担保融資（ゼ

ロゼロ融資）などで地域密着型の金融機関を選択する傾向もあるなか、金利以外の魅力度を高め

た金融機関が様々な課題を持つ企業から幅広い支持を得る形でメインバンクシェアに変化が訪れ

る可能性がある。 

 

帝国データバンク群馬支店では、2021 年 10 月末時点の企業概要データベース「COSMOS2」（約 147 万社収録、特殊法人・個人事業主

含む）をもとに、群馬県内企業が「メインバンク」と認識する金融機関を分析した。一企業に複数のメインがあるケースでは、各企業が最上位として

認識している金融機関をメインバンクとした。同調査は 2020 年 12 月に続き 13 回目。 

[注] 本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有する企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企業データであるため、各金融機関

がメインとして認識する実数と異なる場合がある 

特別企画:群馬県内企業「メインバンク」動向調査（2021 年） 

「群馬銀行」の県内シェアは 46.28％で圧倒的 
～ 全国では 16 位となるが、社数・シェアともに減少 ～ 

 

調査結果（要旨） 
1.  2021年の群馬県メインバンク社数トップは「群馬銀行」となった。企業数は 1万 2249社

となり、2009年の調査開始以降 13年連続のトップ。群馬銀行のメイン社数は昨年比で計

56社、シェアでも 0.24ptの減少となり、漸減傾向にあるが、県内で依然圧倒的なシェア

を維持している。上位 20 行のうちシェアを拡大したのは、「利根郡信金」、「桐生信金」

など７行。 

2. 業態別にみると、シェアが最も高いのは「地方銀行」で 51.95％となり、全業態のなかで

は唯一 5割を超えた。 

3． 業種別、売上規模別ともそれぞれ全てにおいて「群馬銀行」がトップシェアとなった。 

4． 「群馬銀行」は 16位で全国ランキング上位 60行に唯一ランクイン。 
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1. 県内ランキング 2021~群馬銀行が調査開始以降 13 年連続トップ~ 

 2021年の群馬県（2万 6466社）メインバンク社数トップは「群馬銀行」となった。同行をメイ

ンバンクとする社数は 1万 2249社となり、2009年の調査開始以降 13年連続のトップ。シェアは

46.28％で、前年より 0.24 ポイント（pt）減少しているが、県内で圧倒的なシェアを維持してい

ると言える。 

 2位は「しののめ信金」の 2212社（シェア 8.36％）。前年は 2225社、8.41％で、群馬銀行と同

様に社数、シェアともに減少している。 

 3位以下はそれぞれ「東和銀行」（1771社、6.69％）、「桐生信金」（1502社、5.68％）、「高崎信

金」（1240社、4.69％）が続き、上位 5行はいずれも群馬県に本店を置く金融機関で、そのうち 2

行は地方銀行であった。 

 6 位の「足利銀行」（1224 社、4.62％）は、上位 13 行までで唯一県外に本店を置く金融機関で

あった。 

 上位 20行のうち、シェアが拡大したのは 7行、縮小したのは 9行、横ばいが 4行であった。拡

大幅が大きいのは、「利根郡信金」（0.06pt増）、「桐生信金」（0.05pt増）であった。「第四北越銀

行」は 0.32pt増だが、これは合併効果によるもので、実質的なシェアはほぼ横ばいである。 

群馬県メインバンク社数 上位 20 行 

2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 12,249 46.28% ▲ 0.24 1 12,305 46.52% ▲ 0.08

2 しののめ信金 2,212 8.36% ▲ 0.05 2 2,225 8.41% ▲ 0.08

3 東和 1,771 6.69% ▲ 0.01 3 1,773 6.70% +0.04

4 桐生信金 1,502 5.68% +0.05 4 1,489 5.63% +0.02

5 高崎信金 1,240 4.69% ▲ 0.05 5 1,255 4.74% ▲ 0.04

6 足利 1,224 4.62% ▲ 0.03 6 1,229 4.65% +0.03

7 ぐんまみらい信組 1,088 4.11% ▲ 0.03 7 1,094 4.14% ▲ 0.04

8 アイオー信金 804 3.04% ±0.00 8 804 3.04% ±0.00

9 群馬県信組 565 2.13% ▲ 0.01 9 565 2.14% ±0.00

10 利根郡信金 491 1.86% +0.06 10 476 1.80% ▲ 0.01

11 北群馬信金 392 1.48% +0.02 11 386 1.46% +0.01

12 館林信金 386 1.46% +0.01 12 384 1.45% +0.02

13 あかぎ信組 329 1.24% ±0.00 13 328 1.24% +0.02

14 みずほ 294 1.11% ▲ 0.03 14 302 1.14% ±0.00

15 三井住友 177 0.67% ▲ 0.03 15 185 0.70% ▲ 0.01

16 栃木 119 0.45% ±0.00 16 120 0.45% ±0.00

17 横浜 104 0.39% +0.01 17 100 0.38% ±0.00

18 第四北越 85 0.32% +0.32 62 1 0.00% ±0.00

19 足利小山信金 77 0.29% +0.01 19 74 0.28% +0.02

20 八十二 55 0.21% ±0.00 20 56 0.21% +0.01
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2. 業態別 ~地方銀行のシェア、唯一 5 割台でトップ～ 

業態別にみると、シェアが最も高かったのは「地方銀行」の 51.95％。全業態のなかで唯一 5割

を超えた。しかし、前年比では 0.25pt減と微減であった。 

次いで「信用金庫」（26.91％、前年比 0.02pt増）、「信用組合」（7.55％、同 0.02pt減）が続い

た。第二地方銀行、都市銀行もそれぞれ僅かだがシェアダウンしている。 

総じて、増減幅は僅少で、業態別シェアに大きな動きはなかった。 

 

  業態別シェア 

 

業態別 

地方銀行 信用金庫 信用組合 第二地方銀行
都市銀行

（メガバンク）

52.23 26.94 7.61 7.29 2.35

52.20 26.89 7.57 7.34 2.37

51.95 26.91 7.55 7.32 2.32

前年比 ▲ 0.25 +0.02 ▲ 0.02 ▲ 0.02 ▲ 0.05

地方銀行 信用金庫 信用組合 第二地方銀行 都市銀行

2021 40.51 23.39 2.46 9.67 19.54

前年比 +2.54 +0.09 ▲ 0.01 ▲ 0.29 ▲ 0.24

参考全国

調査年

2019

2020

2021

地方銀行
51.95%

信用金庫
26.91%

信用組合
7.55%

第二地方銀行
7.32%

都市銀行
2.32%
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3-1. 業種別シェア~全ての業種で「群馬銀行」がトップ ~  

業種別シェアでは、全ての業種で「群馬銀行」がトップとなった。「卸売」のシェアは 49.69％

と最も高いが、前年よりシェアダウンしており、50％を割り込んだ（前年は唯一 50％を超えてい

た）。「群馬銀行」がシェアアップした業種は「不動産」（0.60pt増）のみ。 

「しののめ信金」は「建設」「製造」「小売」「サービス」「不動産」の 5業種で 2位となった。「卸

売」では「足利銀行」、「運輸・通信」では「桐生信金」、「その他産業」では「東和銀行」が 2位で

あった。県外に本店を置く金融機関で 2位に入ったのは「足利銀行」のみとなった。 

 

業種別シェア 上位 10 行 

 

2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 3,508 47.68% ▲ 0.09 1 3,514 47.77% ▲ 0.21 1 群馬 1,832 43.06% ▲ 0.12 1 1,866 43.18% ▲ 0.04

2 しののめ信金 737 10.02% ▲ 0.18 2 750 10.20% ▲ 0.04 2 しののめ信金 368 8.65% +0.09 2 370 8.56% ▲ 0.04

3 東和 458 6.22% ▲ 0.05 3 461 6.27% +0.24 3 桐生信金 343 8.06% ▲ 0.16 3 355 8.22% +0.08

4 ぐんまみらい信組 410 5.57% ▲ 0.02 5 411 5.59% +0.06 4 足利 323 7.59% +0.02 4 327 7.57% +0.06

5 高崎信金 405 5.50% ▲ 0.10 4 412 5.60% ▲ 0.05 5 東和 282 6.63% +0.10 5 282 6.53% ▲ 0.20

6 桐生信金 397 5.40% +0.29 6 376 5.11% +0.08 6 アイオー信金 178 4.18% ▲ 0.01 6 181 4.19% +0.03

7 足利 241 3.28% ±0.00 7 241 3.28% ▲ 0.04 7 高崎信金 172 4.04% ▲ 0.03 7 176 4.07% ▲ 0.07

8 群馬県信組 220 2.99% ▲ 0.03 8 222 3.02% ▲ 0.03 8 ぐんまみらい信組 154 3.62% ▲ 0.15 8 163 3.77% +0.04

9 アイオー信金 195 2.65% ▲ 0.04 9 198 2.69% ▲ 0.01 9 群馬県信組 98 2.30% +0.06 10 97 2.24% +0.01

10 利根郡信金 149 2.03% +0.07 10 144 1.96% ▲ 0.05 9 館林信金 98 2.30% ▲ 0.01 9 100 2.31% +0.04

2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 1,195 49.69% ▲ 0.89 1 1,223 50.58% ▲ 0.15 1 群馬 1,354 42.83% ▲ 0.29 1 1,384 43.12% +0.35

2 足利 171 7.11% ±0.00 2 172 7.11% +0.29 2 しののめ信金 286 9.05% ▲ 0.23 2 298 9.28% ▲ 0.05

3 東和 167 6.94% +0.03 3 167 6.91% ▲ 0.04 3 東和 212 6.71% +0.14 3 211 6.57% ▲ 0.28

4 しののめ信金 148 6.15% ▲ 0.01 4 149 6.16% ▲ 0.26 4 桐生信金 200 6.33% +0.10 4 200 6.23% ▲ 0.16

5 高崎信金 124 5.16% +0.07 5 123 5.09% ▲ 0.11 5 高崎信金 166 5.25% ▲ 0.01 5 169 5.26% +0.14

6 桐生信金 111 4.62% +0.32 6 104 4.30% +0.04 6 足利 164 5.19% +0.05 6 165 5.14% ▲ 0.04

7 アイオー信金 68 2.83% +0.18 7 64 2.65% +0.05 7 ぐんまみらい信組 150 4.75% ▲ 0.11 7 156 4.86% ▲ 0.20

8 ぐんまみらい信組 61 2.54% +0.31 8 54 2.23% ▲ 0.29 8 アイオー信金 102 3.23% +0.08 8 101 3.15% +0.24

9 みずほ 43 1.79% +0.01 9 43 1.78% +0.07 9 利根郡信金 91 2.88% +0.05 9 91 2.83% +0.07

10 利根郡信金 42 1.75% +0.05 10 41 1.70% +0.08 10 群馬県信組 77 2.44% +0.07 10 76 2.37% ▲ 0.05

2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 351 45.06% ▲ 0.46 1 356 45.52% +1.09 1 群馬 3,065 49.12% ▲ 0.38 1 3,022 49.50% ▲ 0.39

2 桐生信金 62 7.96% +0.03 2 62 7.93% ▲ 0.04 2 しののめ信金 458 7.34% +0.05 2 445 7.29% +0.09

3 東和 60 7.70% +0.03 3 60 7.67% +0.45 3 東和 420 6.73% ▲ 0.20 3 423 6.93% +0.19

4 アイオー信金 46 5.91% +0.41 4 43 5.50% ▲ 0.32 4 桐生信金 285 4.57% ▲ 0.15 4 288 4.72% +0.04

5 しののめ信金 42 5.39% +0.40 5 39 4.99% ▲ 0.71 5 高崎信金 237 3.80% ▲ 0.05 5 235 3.85% ▲ 0.07

6 足利 38 4.88% ▲ 0.11 5 39 4.99% +0.18 6 ぐんまみらい信組 214 3.43% +0.02 6 208 3.41% ▲ 0.07

7 ぐんまみらい信組 33 4.24% ▲ 0.36 7 36 4.60% +0.04 7 足利 208 3.33% ▲ 0.04 7 206 3.37% +0.04

8 高崎信金 23 2.95% +0.14 8 22 2.81% ▲ 0.10 8 アイオー信金 150 2.40% ▲ 0.11 8 153 2.51% ▲ 0.02

9 館林信金 14 1.80% +0.01 9 14 1.79% ▲ 0.11 9 利根郡信金 123 1.97% +0.05 9 117 1.92% +0.07

10 群馬県信組 13 1.67% ▲ 0.12 9 14 1.79% +0.02 10 群馬県信組 97 1.55% ▲ 0.04 10 97 1.59% +0.06

2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 625 43.83% +0.60 1 623 43.23% ▲ 0.03 1 群馬 319 37.89% ▲ 0.96 1 317 38.85% +0.27

2 しののめ信金 122 8.56% ▲ 0.11 2 125 8.67% ▲ 0.55 2 東和 68 8.08% +0.11 2 65 7.97% ▲ 0.02

3 東和 104 7.29% +0.07 3 104 7.22% ▲ 0.07 3 しののめ信金 51 6.06% +0.06 3 49 6.00% +0.13

4 高崎信金 87 6.10% ▲ 0.01 4 88 6.11% +0.13 4 前橋市農協 33 3.92% +0.12 4 31 3.80% ▲ 0.32

5 桐生信金 78 5.47% ▲ 0.15 5 81 5.62% +0.05 5 ぐんまみらい信組 28 3.33% +0.51 6 23 2.82% ▲ 0.05

6 足利 64 4.49% +0.19 6 62 4.30% ▲ 0.03 6 桐生信金 26 3.09% +0.27 6 23 2.82% ▲ 0.18

7 アイオー信金 48 3.37% +0.04 7 48 3.33% ▲ 0.11 6 高崎信金 26 3.09% ▲ 0.59 5 30 3.68% ▲ 0.07

8 ぐんまみらい信組 38 2.66% ▲ 0.32 8 43 2.98% ▲ 0.05 8 佐波伊勢崎農協 21 2.49% ▲ 0.08 8 21 2.57% ▲ 0.05

9 あかぎ信組 37 2.59% ▲ 0.19 9 40 2.78% +0.10 9 利根郡信金 18 2.14% +0.42 13 14 1.72% ▲ 0.28

10 利根郡信金 30 2.10% +0.02 10 30 2.08% +0.09 10 アイオー信金 17 2.02% +0.06 10 16 1.96% ▲ 0.29

不動産業 その他産業

建設業 製造業

卸売業 小売業

運輸・通信業 サービス業
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3-2. 売上規模別シェア~全ての規模で「群馬銀行」がトップ~ 

 売上規模別シェアでは、全ての規模で「群馬銀行」がトップとなった。「5～10億円未満」（53.37％）、

「10～50億円未満」（56.73％）で 50％を超えた。また、「5～10億円未満」で唯一シェアアップし

たものの、その他の規模では全てシェアを落としている。 

また、「5000万円未満」、「5000万円～1億円未満」、「1～5億円未満」で「しののめ信金」、「5～

10億円」で「東和銀行」、「10～50億円未満」で「足利銀行」、「50億円以上」で「みずほ銀行」が

2位となった。また、「50億円以上」では「三井住友銀行」が 3位となり、規模の大きい企業では

トップの「群馬銀行」を除き、メガバンクのシェアが高くなっている。 

 

売上規模別 上位 10 行 

 

 

 

2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 5,585 44.88% ▲ 0.12 1 5,224 45.00% +0.05 1 群馬 1,989 45.00% ▲ 0.44 1 2,108 45.44% ▲ 0.43

2 しののめ信金 1,181 9.49% ▲ 0.16 2 1,120 9.65% ▲ 0.11 2 しののめ信金 376 8.51% ▲ 0.50 2 418 9.01% ▲ 0.05

3 桐生信金 803 6.45% +0.08 3 740 6.37% +0.13 3 東和 294 6.65% +0.57 3 282 6.08% +0.28

4 東和 785 6.31% +0.02 4 730 6.29% ▲ 0.10 4 桐生信金 260 5.88% ▲ 0.16 4 280 6.04% ▲ 0.28

5 高崎信金 642 5.16% ▲ 0.09 5 610 5.25% ▲ 0.16 5 高崎信金 199 4.50% ▲ 0.11 5 214 4.61% ▲ 0.06

6 ぐんまみらい信組 598 4.81% ▲ 0.06 6 565 4.87% +0.01 6 足利 193 4.37% +0.06 7 200 4.31% ▲ 0.10

7 足利 432 3.47% +0.03 7 399 3.44% +0.09 7 ぐんまみらい信組 192 4.34% ▲ 0.19 6 210 4.53% ▲ 0.14

8 アイオー信金 397 3.19% +0.06 8 363 3.13% +0.01 8 アイオー信金 147 3.33% ▲ 0.03 8 156 3.36% +0.19

9 群馬県信組 334 2.68% ▲ 0.05 9 317 2.73% ▲ 0.05 9 群馬県信組 100 2.26% +0.15 9 98 2.11% +0.01

10 利根郡信金 266 2.14% +0.06 10 241 2.08% +0.04 10 館林信金 86 1.95% +0.01 11 90 1.94% +0.16

2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 3,090 46.30% ▲ 0.35 1 3,336 46.65% ▲ 0.02 1 群馬 688 53.37% +1.44 1 673 51.93% ▲ 0.62

2 しののめ信金 521 7.81% +0.29 2 538 7.52% ▲ 0.21 2 東和 110 8.53% +0.04 2 110 8.49% +0.14

3 東和 476 7.13% ▲ 0.34 3 534 7.47% +0.14 3 足利 101 7.84% ▲ 0.11 3 103 7.95% +0.19

4 足利 385 5.77% +0.16 4 401 5.61% +0.07 4 しののめ信金 72 5.59% ▲ 0.89 4 84 6.48% +0.72

5 桐生信金 358 5.36% +0.02 5 382 5.34% ▲ 0.01 5 高崎信金 45 3.49% +0.02 5 45 3.47% ▲ 0.15

6 高崎信金 326 4.88% ▲ 0.08 6 355 4.96% +0.19 6 桐生信金 40 3.10% ▲ 0.37 5 45 3.47% ±0.00

7 ぐんまみらい信組 253 3.79% +0.07 7 266 3.72% ▲ 0.04 7 アイオー信金 33 2.56% ▲ 0.06 7 34 2.62% +0.11

8 アイオー信金 205 3.07% ▲ 0.17 8 232 3.24% ▲ 0.11 8 ぐんまみらい信組 26 2.02% ▲ 0.45 8 32 2.47% ▲ 0.26

9 未詳 201 3.01% +0.63 9 170 2.38% ▲ 0.12 9 みずほ 22 1.71% ▲ 0.30 9 26 2.01% +0.01

10 群馬県信組 117 1.75% ▲ 0.11 10 133 1.86% +0.07 10 利根郡信金 20 1.55% +0.39 11 15 1.16% ▲ 0.17

2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 群馬 708 56.73% ▲ 0.14 1 753 56.87% +0.21 1 群馬 152 48.56% ▲ 1.88 1 173 50.44% +0.86

2 足利 95 7.61% ▲ 0.40 2 106 8.01% ▲ 0.30 2 みずほ 26 8.31% +0.73 2 26 7.58% ▲ 0.87

3 東和 85 6.81% +0.01 3 90 6.80% ▲ 0.05 3 三井住友 16 5.11% ▲ 0.72 3 20 5.83% +0.76

4 しののめ信金 46 3.69% +0.14 4 47 3.55% ▲ 0.15 4 東和 15 4.79% ▲ 0.17 4 17 4.96% ▲ 0.39

5 桐生信金 33 2.64% ▲ 0.23 5 38 2.87% +0.25 4 足利 15 4.79% +0.13 5 16 4.66% ▲ 0.41

5 三井住友 33 2.64% +0.37 7 30 2.27% ▲ 0.12 6 農林中金 10 3.19% +0.27 6 10 2.92% +0.10

7 高崎信金 27 2.16% +0.12 8 27 2.04% ▲ 0.12 6 三菱ＵＦＪ 10 3.19% +0.86 8 8 2.33% +0.36

8 みずほ 25 2.00% ▲ 0.87 5 38 2.87% +0.02 8 しののめ信金 9 2.88% +0.26 7 9 2.62% +0.08

9 アイオー信金 20 1.60% +0.32 10 17 1.28% ▲ 0.26 9 横浜 6 1.92% +0.17 9 6 1.75% ▲ 0.22

10 利根郡信金 18 1.44% +0.23 11 16 1.21% ▲ 0.10 10 桐生信金 3 0.96% +0.67 17 1 0.29% +0.01

10-50億円未満 50億円以上

5000万円未満 5000万-1億円未満

1-5億円未満 5-10億円未満
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全国金融機関ランキング 2021：群馬銀行は 16 位で「上位 20 行」入り 

 2021年の全国メインバンク社数トップは「三菱 UFJ銀行」となった。企業数は 9万 6511社とな

り、2009年の調査開始以降 13年連続のトップ。しかし、社数は減少が続いているほか、全国シェ

アも 6.64％と前年から 0.10 ポイント（pt）減少。12 年連続のシェア縮小となり、減少幅は全金

融機関で最大となっている。2 位は「三井住友銀行」の 7 万 7437 社（シェア 5.33％）。前年から

シェアで 0.08pt、社数で約 1200社減少しており、昨年を上回る減少幅となった。3位の「みずほ

銀行」も、シェアで 0.06％、社数で約 1000社減少し、同じく過去最大の落ち込みを記録した。こ

の結果、都市銀行（メガ）上位 3行のメイン社数は昨年比で約 3700社、シェアにして計 0.24ptの

減少となり、メイン社数の減少が進んでいる。一方、同じメガの「りそな銀行」（3万 469社、同

2.10％）「埼玉りそな銀行」（1万 7418社、同 1.20％）は、ともに社数・シェアで増加した。 

 地方・第二地方銀行では「北洋銀行」（2万 3895社）が最多。次いで「福岡銀行」（2万 1871社）、

「千葉銀行」（2 万 1124 社）、「西日本シティ銀行」（2 万 563 社）と続く。上位 10 行のうち、「福

岡銀行」は最もメイン社数が増加した。また、増加社数が 200 社を超えたのは「福岡銀行」のほ

か、上位 18位の「八十二銀行」（1万 4291社）、同 58位の「横浜信金」（6721社）の計 3行のみ。 

 このほか、第四銀行と北越銀行が経営統合して発足した「第四北越銀行」のメイン社数は 1 万

7993 社（シェア 1.24％）で、北陸 4 県に拠点を置く地方銀行として初めて上位 10 行入りした。

「群馬銀行」は 15,198 社で 16 位となり、県内の金融機関では唯一上位 60 行にランクインした。 

 

 

メインバンク社数 上位 60 行庫 
2021年 2020年 2021年 2020年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt） （社） （pt） （社） （pt）

1 三菱ＵＦＪ 96,511 6.64% ▲ 0.10 1 98,120 6.74% ▲ 0.06 31 十六 9,900 0.68% ±0.00 31 9,914 0.68% ±0.00

2 三井住友 77,437 5.33% ▲ 0.08 2 78,639 5.41% ±0.00 32 南都 9,736 0.67% ±0.00 32 9,724 0.67% ±0.00

3 みずほ 62,291 4.28% ▲ 0.06 3 63,208 4.34% ▲ 0.01 33 きらぼし 9,715 0.67% ±0.00 33 9,723 0.67% ±0.00

4 りそな 30,469 2.10% +0.01 4 30,356 2.09% +0.01 34 東邦 9,573 0.66% ±0.00 34 9,614 0.66% ±0.00

5 北洋 23,895 1.64% ▲ 0.03 5 24,355 1.67% ▲ 0.01 35 鹿児島 9,448 0.65% +0.01 35 9,308 0.64% +0.01

6 福岡 21,871 1.50% +0.01 6 21,647 1.49% +0.02 36 北国 9,330 0.64% +0.01 36 9,165 0.63% +0.01

7 千葉 21,124 1.45% ±0.00 7 21,046 1.45% ±0.00 37 宮崎 9,206 0.63% +0.01 38 9,008 0.62% +0.01

8 西日本シティ 20,563 1.41% ±0.00 8 20,499 1.41% +0.01 38 滋賀 8,945 0.62% ±0.00 37 9,012 0.62% ±0.00

9 新 第四北越 17,993 1.24% - - - - - 39 百十四 8,406 0.58% ±0.00 39 8,481 0.58% ±0.00

10 埼玉りそな 17,418 1.20% +0.01 9 17,373 1.19% +0.01 40 大分 8,335 0.57% ±0.00 40 8,320 0.57% ±0.00

11 静岡 16,745 1.15% ±0.00 10 16,725 1.15% ±0.00 41 名古屋 8,335 0.57% ±0.00 41 8,283 0.57% ±0.00

12 横浜 16,387 1.13% +0.02 11 16,190 1.11% ±0.00 42 大垣共立 7,883 0.54% ±0.00 43 7,810 0.54% +0.01

13 広島 16,046 1.10% ±0.00 12 15,977 1.10% +0.01 43 佐賀 7,832 0.54% ±0.00 42 7,903 0.54% ±0.00

14 常陽 15,500 1.07% ±0.00 13 15,522 1.07% ▲ 0.01 44 京都中央信金 7,809 0.54% +0.01 44 7,721 0.53% ±0.00

15 中国 15,319 1.05% ▲ 0.02 14 15,507 1.07% ▲ 0.01 45 武蔵野 7,731 0.53% ±0.00 45 7,648 0.53% +0.01

16 群馬 15,198 1.05% ±0.00 15 15,221 1.05% ±0.00 46 青森 7,560 0.52% ±0.00 46 7,519 0.52% +0.01

17 北陸 14,944 1.03% ±0.00 16 14,931 1.03% ±0.00 47 京葉 7,437 0.51% +0.01 47 7,316 0.50% ±0.00

18 八十二 14,291 0.98% +0.01 19 14,063 0.97% ▲ 0.01 48 新 三十三 7,305 0.50% - - - - -

19 七十七 14,160 0.97% ±0.00 17 14,108 0.97% ±0.00 49 山梨中央 7,192 0.49% +0.01 50 7,050 0.48% ▲ 0.01

20 十八親和 14,027 0.96% ▲ 0.01 18 14,095 0.97% +0.49 50 琉球 7,144 0.49% ±0.00 48 7,145 0.49% ±0.00

21 関西みらい 13,541 0.93% ±0.00 20 13,580 0.93% ±0.00 51 阿波 7,073 0.49% +0.01 51 6,957 0.48% ±0.00

22 足利 13,229 0.91% ▲ 0.01 21 13,388 0.92% ▲ 0.01 52 もみじ 6,981 0.48% ▲ 0.01 49 7,099 0.49% ±0.00

23 伊予 13,162 0.91% +0.02 22 12,990 0.89% ▲ 0.01 53 四国 6,907 0.48% +0.01 55 6,781 0.47% ±0.00

24 肥後 12,362 0.85% ±0.00 23 12,364 0.85% +0.01 54 大阪シティ信金 6,898 0.47% ±0.00 53 6,818 0.47% +0.01

25 京都 11,128 0.77% +0.01 25 11,043 0.76% ±0.00 55 多摩信金 6,860 0.47% ±0.00 52 6,847 0.47% +0.01

26 紀陽 10,665 0.73% ±0.00 26 10,650 0.73% ±0.00 56 福井 6,836 0.47% ±0.00 54 6,817 0.47% ±0.00

27 山口 10,597 0.73% ±0.00 27 10,611 0.73% ±0.00 57 池田泉州 6,761 0.47% +0.02 60 6,572 0.45% +0.01

28 百五 10,510 0.72% +0.01 28 10,383 0.71% ±0.00 58 横浜信金 6,721 0.46% +0.01 62 6,519 0.45% +0.01

29 北海道 10,250 0.70% ▲ 0.01 29 10,358 0.71% ▲ 0.01 59 秋田 6,645 0.46% ±0.00 56 6,649 0.46% ±0.00

30 山陰合同 9,977 0.69% ±0.00 30 10,008 0.69% ±0.00 60 栃木 6,604 0.45% ▲ 0.01 57 6,647 0.46% ±0.00

[注] 第四北越および三十三は、それぞれ2021年に経営統合したため、前年調査時の順位・社数等は掲載していない
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５.まとめ 

地方経済を支える地域金融機関では、長引く日銀の超低金利政策、人口減少、地場産業の衰退

による融資先の減少など、コロナ禍前から厳しい経営環境を余儀なくされてきた。こうしたなか、

コロナ禍で一段と疲弊した中小企業を支えるための資金繰りニーズに対して、十分に対応可能な

経営基盤の強化にも同時に迫られている。さらには、中小企業の後継者問題やデジタル変革（DX）、

脱炭素への取り組みをはじめ、中小企業単独では解決が難しい複雑な経営課題への対応といった、

融資先企業から求められる役割も多様化している。企業への貸出利息などこれまで安定して得ら

れた銀行業本来の収益拡大は今後も期待がもてないなか、こうした新しい企業ニーズを捉えた金

融サービスの提供が、コロナ後における「メインバンク」として企業から選択される一つの判断

材料にもなりそうだ。M&Aなど顧客ニーズに沿った支援を行い、取引企業と確固たる信頼関係を勝

ち得たことで取引社数シェアを伸ばしている広島銀行などのケースは、融資先企業の要望が低金

利以外にも求められていることを示す事例といえる。 

 

 こうしたなか、2021年 7月に施行された改正金融機能強化法による動向は大きく注目されよう。

同法は時限立法ながら、地域金融機関の統合・合併に伴う必要経費を国が一部負担するもので、

30 億円を上限としてシステム統合などによる費用も対象に含まれる点がポイントとなる。金融機

関同士の統合は店舗統廃合などのコスト削減メリットはありつつも、勘定系システム開発などを

中心に多額の投資負担が生じるデメリットもある。そのため、近年は経営の独立性は保持しつつ

もハード・ソフト面を共有する緩やかな連携＝アライアンスの結成を目指す動きが目立っていた。

ただ、もともと「重複エリアの融資先などで情報交換が密となり、新規開拓などでメリットが生

かせている」（大手地銀）など多行間連携によるシナジー（相乗）効果は既に各地で認められてい

る。そのため、今後はこうした国主導の再編政策に呼応する形で、経営統合や合併を軸とした地

銀の合従連衡が再度、加速度的に進む可能性もある。群馬県内においては、2021年 12月に群馬銀

行と第四北越銀行が連携協定「群馬・第四北越アライアンス」を締結したほか、今年 1 月には同

じく群馬銀行が足利銀行と、群馬・栃木両県の県境で営業エリアが重複する「両毛地区」を中心に

地域活性化や顧客サービス向上に協力して取り組む連携協定を締結したと発表するなどの動きも

あり、その動向は注目されている。 

 

 もっとも、経営統合では金融機関側で組織のスリム化が図れる半面、借り手からは手数料の引

き上げや店舗整理に伴う利便性悪化、競争低下による融資への悪影響を心配する声も少なくない。

SBI HDと資本提携を発表した筑波銀行や同社からの TOBが成立した新生銀行、地元企業から資本

を募った南日本銀行など、合併・統合以外の手段で生き残りを図る地域金融機関もある。コロナ

後の地方経済下支えが至上命題にある地域金融機関では、経営統合や事業・資本提携などの形に

捉われることなく、事業性評価など融資先企業のニーズに沿った支援を持続的に展開できる経営

基盤の強化が引き続き求められる。 
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【 内容に関する問い合わせ先 】 
（株）帝国データバンク群馬支店 

担当：尺 幸夫 

TEL 027-386-4041  e-mail yukio.seki@mail.tdb.co.jp 

 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載を固く禁じます。 


